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い
ず
れ
も

水
出
府
よ
り
う
っ
す

↓ 

-l砂

｜ては改修された木流川

イ｛は改修前の水流川

；； 木，＂＇.一流 、.：，j.1j 

そ
の
昔
、
上
正
小
じ
併
H
f
L
，
邦
人
ー蘇庄一

万
行
わ
れ
、
そ
れ
パ
川
小
品
「
ふ
一J
f
と

巴
え
う
れ
る
不
況
川

す
ぐ
下
流
の
河
山圧
し
は

朋
筒一高い
の
お

米
蔵
も
市
一
ん
で
い

r＼
れ
の

橋
立
金
誌
が
コ
ー
ル
ト
フ
ツ
シ
ー
に
潟

い

疋

頃

木
混
同価
手
げ
山
引
い
ヤ
品
『品
川
ど

小
料
理
屋
や
旅
館
ガ
可
F
h

，H
U
U
、
ぷ
ひ
る

か
う
三
昧
設
と
酔
青
山
積
声
げ
住
よ
「
醤

き
、
宿
場
町
に
ふ
さ
わ
l
い
憶
わ
い
任
見

せ
て
い
疋
。

河
底
に
大
き
芯
石
ガ
叡
き
つ
め
ら
杓
、

水
溝
く
、
壁
の
飛
．
ひ
？
っ
た
川
畔
の
橋
治

は
品
つ
は
そ
の
面
影
を
昭
一
ふ
べ
き
も
白
い
。

長
い
歴
史
の
流

η
の
中
で
、
い
っ
し
汀

川
巾
ガ
せ
ば
め
ら
杓
、
川
底
ガ
高
く
匂
り
、

近
年
幾
度
か
の
集
中
豪
閣
に
は
さ
ま
っ
て

氾
濫
し
、
往
来
を
濁
流
と
化
し
て
附
近
民

を
悩
ま
し
と
本
流
川
h

。つ
や
ヲ
イ
ナ
ミ
ッ
フ
に
改
修
さ
れ
、
水

の
流
量
ガ
豊
富
芯
ら
、
世
田
の
よ
う
に
流
木

輸
送
が
で
き
そ
う
に

そ
の
偉
容
を
誌
フ
7
．い
る
。

(l) 

今月のおもな記事
。助役、収入役、教育長の選任

。青年学級功労者表彰

。春の火災予防運動

。年金手艦制度の改正

。下新川3町の物価のうとき
。県会車要員選挙のお知らせ

。郵便でできる不在者投票

。郡公民館大会聞かれる

。職業訓練受講者募集

。体協だより

。連背だより

。診撮周医療機器の充実
（泊病院だより〕

o~必検査、 無登録自動車の運転
禁止

。小型船舶は検査をうげて
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収
入
役
に
杉
田
清
作
氏

助

役

教
育
長
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加
藤
俊
之
氏

一際
条
昇
日
氏

－
朝

日

町

議
会

臨

時

会
・

再
任

〈
略
歴
V

旧
制
愛
知
県
立
工
業
学
校
中
退

伏
木、

氷
見
、
楽
部
各
警
察
署
長

県
警
本
部
鑑
識
課
長

助
役
二
期

朝
日
町
収
入
役
杉

清

作

〈お
さ

大
正
七
年
四
月
七
日
生

胡
巴
町
平
柳
二
四

O

田

八
階
原
V

旧
制
入
者
山間医
学
校
卒
業

県
魚
津
、
岡
高
岡
、
同
笥
山
各
農
地
林
務
事
務

所
長
県
毒
事

朝
日
町
教
育
委
員

藤

条

昇

巧

ト（
印
才
）

大
正
三
年
二
月一

？十
二
日
竺

朝
日
町
東
南
野

一
、
七
凶
四

八
略
歴
V

京
船
大
谷
専
修
学
校
本
科
め

朝
日
町
建
設
課
長

朝
日
町
民
生
課
長

朝
日
町
教
育
長

富
山
県
青
年
学
級
功
労
者
表
彰

車
問
年
学
級
育
成
功
労
者

t

一一円圧ー
学
級
振
興
功
労
者

青
年
学
級
育
成

山
労
者

南
保
青
年
学
級

主
事
米

丘

正

雄
氏

青
年
学
経
振
興

功
労
者

野
村
久
四
氏

（前
教
育
委
口
員

会
総
務
課
長
）

青
年
学
級
振
興

山
労
者

折

谷

要

氏

（削
教
育
委
員

会
社
教
係
長）

昭
和
田
十
九
年
度
富
山
県
青
年
学
級
生

大
会
が
、
県
青
年
学
級
振
餌
協
議
会
の
主

米
E
正
雄
氏

野
村
久
四
氏

折
仙
台
要
氏

催
で
、
二
月
二
十
三
日
富
山
市
の
教
育
文

化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

乙

の
大
会
は、

協
議
会
結
成
二
十
周
年
記
念

式
典
と
同
時
に
行
わ
れ
、
席
上
、
南
保
青

年
学
毅
主
事
の
米
正
正
雄
氏
が
膏
年
学
紐

育
成
功
労
者
と
し
て
、
ま
た
野
村
久
四
氏、

折
谷
要
氏
が
青
年
学
級
振
興
功
労
者
と
し

て
表
彰
彦
受
け
ま
し
た
。

米
丘
氏
は
永
年
に
わ
た
り
南
保
育
年
学

級
主
事
と
し
て
、
学
級
生
の
よ
き
相
談
相

手
と
し
て
効
率
的
な
学
習
計
画
の
立
案
、

学
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
積
極
的
に
指
導

し
、
ま
た
家
展
的
学
習
形
態
で
学
級
生
相

互
の
親
睦
を
深
め
学
習
効
果
を
あ
げ
た
と

し
て
こ
の
た
び
の
受
賞
に
な
っ
た
も
の
で

す。
ま
た
野
村
久
四
氏
と
折
谷
袈
氏
は
永
ら

く
教
育
委
員
会
に
所
属、

そ
の
閲
青
年
学

級
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

春
日
の

全
国
統
一

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
り
で
北
陸
地
方
特

有
の
フ
ェ
ー

ン
現
象
が
お
き
や
す
く
な
り

ち
ょ
っ
と
の
不
注
意
で
火
火
に
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
か
ら
町
民

一
人

一
人
、
次
の

事
項
に
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

、

一
、
火
の
つ
い
た
。
た
ば
と
」
の
投
げ
姶

て
や

「
寝
た
ば
こ
」
を
し
な
い
こ
と
0

．
、
外
出
す
る
と
き
や
、
お
や
す
み
仰
に

部
に
し
よ
う
山〈
の
点
候
し

火
の
元
を
た
し
か
め
る
こ
と
。

て

老
人
、
子
供
、
病
人
笥
は
火
災
の
場

合
の
事
を
考
え
て
雌
燃
し
や
す
い
所
で

就
寝
さ
せ
る
と
と
。

一
、
火
災
は
初
期
で
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
な

水
や
消
火
器
で
消
す
乙
と
が
で
き
ま
す

か
ら
い
つ
も
消
火
器
や
バ
ケ
ツ

一
杯
の

水
を
準
備
し
て
聞
く
よ
う
に
し
て
下
さ

、、
。
’υ曹、
－
、
麗
外
で
火
を
使
う
と
き
は
消
防
署
へ

連
絡
す
る
こ
と。

一
、
電
話
で
火
災
を
通
報
す
る
と
き
は

一

一
九
番
を
廻
し
て
お
ち
つ
い
て
、場
所
、

目
標
物
、

状
況
を
わ
か
り
や
す
く、

は

っ
き
り
告
げ
る
と
と
。

今
年
も
次
の
要
領
で
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

(2) 

任
期
満
了
に
伴
う
助
役
、

収
入
役
、
教
育
委
員
の
同
窓
案
件
が
、

さ
き
ど
ろ
開

か
れ
た
朝
日
町
議
会
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
、
助
役
に
加
藤
俊
之
氏
、
収
入
役
に
杉

田
清
作
氏
、
ま
た
教
育
委
員
に
藤
条
界
巧
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
各
氏
の
経
歴
な
ど
は
次
の
と
お
り

朝

日

町

助

役
加

藤

俊

之

a
z

大
正
三
年
十
二
月
五
日
生

朝
日
町
一
但
七
六
五
番
地

。
教
育
長
に
藤
条
氏
再
選

二
月

一
日
に
聞
か
れ
た
制
H
町
教
育
妥
員
会
で
、
必
条
界
巧
氏
が
引
会
続
き
教
育

長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（前
期
）
三
月
二
十
五
日

t

三
月
三
十
一
日

（後
期
）
四
月
一
日

t
四
月
七
日

全
国
一
斉
実
施
事
項

ア
わ
が
家
の
防
火

肘
火
気
使
用
場
所
の
点
検
の
習
慣
づ
け

的
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
点
検

間
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所
の

点
検

回
一
寝
た
ば
ζ

の
防
止

イ
衝
の
防
火

め
百
貨
店
、

地
下
街
、
複
合
ピ
ル
、
病
院

、
旅
館
等
の
安
全
点
検

A
避
難
路
及
び
避
難
誘
導
の
確
保

B
火
災
時
の
通
報
の
徹
阪

C
消
防
用
設
備
等
の
点
検

川
車
両
の
防
火
点
検

例
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
の
防
止

ウ
山
野
の
防
火

同
た
ば
乙
の
投
げ
捨
て
の
防
止

的
た
き
火
の
後
始
末
の
徹
氏

富
山
県
重
点
実
施
事
項

⑦
富
山
県
防
火
推
進
モ
デ
ル
地
区
事
業
の

ー
進
。

＠
尚
「
無
火
災
日
L

、

「
梢
防
の
時
間
」

運
動
の
推
進
期
附
中
後
則

（四
月

一
日

l
阻
月
七
日
〉
に
択
の
決
悩
で
サ
イ
レ

ン
を
吹
闘
し
ま
す
の

午
前
7
時
と
午
後
9
附
の
2
四

十
五
秒

ぃハ
秒

秒

｛本J.¥
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現

ι、
こ
の
三
制
度
で
は
、
各
々
国
民

年
金
手
帳
、
厚
生
年
金
被
保
険
者
証
、

船

員
保
険
年
金
孫
号
一
社
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ら
」
制
度
の

期
聞
が
全
て
記
入
で
怠
る
共
通
の
手
艇

が
、
交
付
さ
れ
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
一

mの
手
帳
に
ま
と
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
加
入
期
聞
が

二
重

に

な
っ
ーた

り
、
重
複
し
た
番
号
の
払
出
し
を
さ
け
、

将
来
年
金
の
受
給
も
れ
を
附
ぐ
た
め
の
も

の
で
す
。

日
手
帳
の
交
付
さ
れ
る
人
H

現
在
、
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
全
員

に
交
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

①
新
し
く
制
度
に
加
入
す
る
人

①
手
帳
を
失
く
し
た
り
、
き
損
し
た
人

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

H
注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
H

①
録
保
険
者
期
間
・の
’記
入

制
度
の
加
入
期
間
は
、
、国
民
年
金
は
市

町
村
役
場
で
、
厚
生
年
金
、船
員
保
険
は
自

分
自
身
が
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

：；：！ 

：；《：！祉：j
l／；（：；：の；i
f·~；：：~：－r弘主：：：：：

年
金
手
帳
が

国
民
年
金

二
－
一
制
度

船
員
保
償

？
共
通
に

厚
生
年
金

」
な
り
ま
す
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①
保
険
料
の
領
収
’
の
保
管

こ
の
手
帳
で
は
、

M
保
険
者
間
山
で
あ

っ
た
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
が
、
保
険
料
の

納
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
保
険
料
の
制
収
古
は
と
の
壬
艇

と
と
も
に
、
大
凶
に
保
持
一
し
て
く
だ
さ
い
。

「
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。
」

国
民
年
余
の
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
将

米
、
必
令
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

η
、
ヶ，
b
や
病
以
で
間
宮
省
と
な
っ
た

り
、
町
子
家
庭
と
な
っ
た
場
合
に
、
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
と
と
も
あ
り
ま
す
。

今
月
は
四
十
九
年
度
の
締
め
く
く
り
の

月
で
す
。

山勺
解
け
と
と
も
に
必
の
苔
り
が
漂
っ
て

く
る
頃
で
す
が
、
今
年
肢
の
未
納
似
険
料

は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

ル
特
例
納
付
の
期
限
が
迫
っ
て
き
ま

す
。

今
ま
で
に
納
め
忘
れ
て
い
た
保
険
料
で

今
か
ら
二
年
以
前
に
納
め
る
べ
き
で
あ
っ

た
保
険
料
の
納
期
限
は
、
本
年
ト
ペ
月
J
e

寸

一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
民
年
金
に
加

入
し
、
古
い
保
険
料
の
分
割
納
付
を
約
束

さ
札
た
方
は
、
と
く
に
、
き
ち
ん
と
納
ま

っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
A
ー
か
ら
納
め
よ
う
と
す
る
方

は
、
市
役
所
、
町
村
役
場
で
御
相
談
の
う

え
「
特
別
納
付
」
を
生
か
し
、
よ
り
大
き

な
年
金
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
保
険
料

は
一

カ
月
九

C
O円
で

す
、

主要食料日の

価格のうごさ

・下新川郡3町の比較・

町
民
生
活
安
定
対
債
の

．
加
と
し
て
生

活
関
泌
物
資
の
仙
絡
訓
列
島
官
宍
施
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
な
か
の
砂
緒
、
醤
油
、
サ

ラ
ダ
油
、
天
プ
ラ
油
、
バ
タ
ー
、
マ
ー
ガ

リ
ン
の
富
山
県
平
均
、

判

H
町
、
人
苫
町

字
禁
月
町
平
均
別
に
次
去
に
交
わ
し
て
み

ま
し
た
。

ω全
体
に
は
、
昨
年
－
二
月
か
ら
八
月
凶
ま

で
は
変
動
が
小
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、
九

月
に
入
り
急
激
に
高
騰
し
的
め
ま
し
た
が

現
在
は
港
着
き
を
見
せ
て
き
て
お
り
一
部

に
は
値
下
が
り
す
る
品
物
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
又、
朝
日
町
は
、
娘
、
入
善
町
、
宇

奈
月
町
と
比
べ
や
や
高
い
よ
う
で
す
。

間
砂
糖
に
つ
い
て
は
、
国
際
相
場
の
陥
値

に
よ
り
昨
年
一ぺ
回
に
わ
た
り
値
上
げ
さ
れ

ま
し
た
が
現
在
は
落
着
い
て
お
り
ま
す
。

尚
今
後
も
砂
糖
の
節
約
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

間
サ
ラ
ダ
、
天
プ
ラ
油
は

昨

年
輸
入．ク

イ
ズ
の
高
勝
に
よ
り
価
上
が
り
が
み
ら
れ

た
が
現
在
は
落
着
き
、
協
下
が
り
も
み
ら

れ
申
三
q
。

凶
パ
タ

l
・
マ
ー
ガ
リ
ン
は
、

昨
年
暮
急

激
な
品
不
足
で
値
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た

が
現
在
は
落
着
い
て
い
ま
す
。

閉
そ
の
他
小
麦
粉
、
ラ
ー
メ
ン
、
パ
ン
、

ミ
ソ
容
も
調
斉
し
て
い
ま
す
が
あ
ま
り
変

動
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

(3) 

今
後
こ
の
生
活
凶
辿
物
資
の
仙
絡
調
査
を

行
い
物
州
安
定
の
た
め
に
牝
川
出
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
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ω岡
下
肢
等
の
陣
容
の
税
皮
が
、
前
記

四
月
十
三
日
は

一

ω、
聞
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
き
、

ヨ
代
晶
表
h
A
定
掌
我
コ
司

り

詔

廷

誌

rrト
’

・H

知
研
が
館
前
に
よ
り
証
明
し
た
人

u一a
こ－＝阿
4
2
4

さ－
H
H
EF
s
f

M
、干
よ

4
a
・
w

・－

l
l
a
－－：
1

：
－
t

i

l

－
－
告

示

は
四

月

一

日
・

山

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
践
唯
一
－
す
る
人
は

一日
郵
便
に
よ
る
不
也
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

富
山
県
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
一
日
告

。
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

V

で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
の
制
度
を
利
用

υ

示
さ
れ
、
凶
月
十
三
日

（日〉

に
行
わ

れ

昭

和
五
十
年
四
月
一
日
〈
告
示
日
〉
か
J

白
川
て
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
、
郵
便
投
架

ま
す
。

ら
四
月
十
二
日

（投
票
日
の
前
日
）

ま
て

－

。
こ
の
選
挙
の
投
票
資
格

の
問
、

～昨
日
午
前
八
時
三
十
分
か
，
ら
午
後

山
証
明
書
が
必
要
で
す
。

昭
和
五
十
年一
三
月
十
七
日
（
基
準
日
）

五
時
ま
で
不
配
者
投
票
を
受
け
付
け
ま
川

＠
郵
便
投
寮
証
明
書
の
交
付
申・請
は

現
在
で、

朝
日
町
に
引
き
続
き
三
カ
月
以
す
c

ν

本
人
が
署
名
し
た
交
付
申
語
替
に
身
体

上

（昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
七
日
以
前
不
在
者
投
摂
を
さ
れ
る
万
は
、
印
鑑
持

ゲ
障
害
者
手
帳
等
（
身
体
障
害
者
手
帳
等
に

か
ら
住
民
畳
録
が
な
さ
れ
て
い
る
人
）
住
参
の
う
え
、
選
挙
管
理
委
員
会

（役
場

山
よ
っ
て
随
伴
の
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
場

ん
で
お
り
、
昭
和
五
十
年
凶
月
十
三
日

内
）
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

川
合
は
県
知
事
の
州
下
肢
等
の
聞
苫
の
尉
度

〈
選
挙
期
日
〉
現
在
で
満
一
－
十
才
（
附
和
三
な
お
法
律
の
一
部
改
在
に
よ
り
、

ζ

の
fご
を
一
枕
す
る
証
明
留
が
必
袈
）
を
添
え
て
、

十
年
四
月
十
四
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人

）

選

挙
か
ら
郵
便
に
よ
る
不
侃
者
投
謀
が
で
・
九
一
選
挙
管
理
寮
員
会
へ
巾
し
込
ん
で
く
だ
さ

に
達
し
て
い
る
人
（
た
ど
し
公
民
権
停
止
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と

川
、。

な
ど
の
欠
絡
事
由
の
な
い

人

）

は

次
の
説
明
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
b
・・
0
郵
便
に
よ
る
不
謀
者
投
票
を
す
る
に
は

＠
郵
便
に
よ
る
不
夜
者
投
票
が
で
き
る
人

し

身
体
陣
仰
者
福
祉
法
第
凶
条
に
引
畑
山
に

す
る
問
答
者
の
う
ち
、
身
体
障
害
右
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

ω両
下
肢
、
保
併
の
障
害
で

｝
一
級
メ
は

一
一級
の
人

ω心
臓
、
じ
ん
臓、

呼
版
器
の
障
害
で

一
級
又
は
一三
級
の
人

ω両
下
肢
等
の
陣
宮
の
程
度
が
、
前
記

ω、
山
に
設
当
す
る
こ
と
に
つ
き
、

知
事
が
世
間
に
よ
り
証
明
し
た
入
。

2

戦
傷
病
者
特
別
按
説
法
第
二
条
第

一

別
に
規
定
す
，
G
戦
傷
病
者
の
う
ち
、
戦

似
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

でω州
下
収
、
体
併
の隣町れ
いで
、
特
別
項

肢
か
ら
第
二
項
舵
ま
で
の
人

凶
心
臓
、
じ
ん
腕
、

呼
脱
線
の
陣
中
古
川
で

特
別
項
症
か
ら
第
．
一一項
症
ま
で
の
人

昭和50竿3月10日
月 刊〈毎月 10日発行）ひ ー・ー一… 第235号一一一 一さ

郵
便
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す

－
量
度
の
陣
害
の
あ
る
人
・

報 … ーあ

該
当
者
は
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
申
請
を
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こ
ん
ど
選
挙
関
係
の
法
律
の

一
部
が
改

正
さ
れ
、
郵
便
に
よ
る
不
任
者
投
宗一
制
度

が
で
き
ま
し
た。

こ
の
制
度
は
、
選
挙
人
で
身
体
に
率
一度

の
陣
害
の
あ
る
人
（
障
害
の
程
度
に
つ
い

て
は
後
述
）
の
投
撲
に
つ
い
て
は
、
そ
の

現
在
す
る
塩
所
に
お
い
て
投
票
用
紙
に
記

載
し
、
こ
れ
を
郵
送
す
る
方
法
に
よ
っ
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
乙
と
に
な
っ
た
も
の

で、

朝
日
町
の
場
合
、
問
月
十
三
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、

ζ

の
制
度
に
よ
っ
て
投
票
が
で
き
ま
す
。

そ
の
あ
ら
ま
し
は
択
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
の
期
日
（
投
京
U
）
の
凶
目
前
ま

で
に
、
選
挙
管
世
妥
日
会
に
対
し
て
、
選

挙
人
が
署
名
し
た
請
求
由
で
も
っ
て
、
投

票
用
紙
法
び
投
開
ポ
用
封
筒
の
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
必
ず
郵
便
投
票
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
こ
の
請

求
は
告
示
前
で
も
で
き
ま
す
。

投
京
用
紙
等
の
交
付
を
空
け
た
選
挙
人

は
、
そ
の
現
保
す
る
場
所
に
て
投
票
用
紙

に
記
桔
し
選
禁
管
即
委
員
長
宛
に
必
ず
郵

便
で
送
付
し
な
り
れ
ば
忽
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
こ
の
制
成
の
め
ら
ま
し
で
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
く
わ
し
い
こ
と
は

明
日
町
選
挙
管
即
委
員
会
へ
阻
按
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

制地話－一
－1
1

二
O
O内
線
四
二

用
紙
類
は
選
挙
管
盟
委
員
会
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

戸

、
J
 ヘ・

県
立
黒
部
高
等
技
能
学
校
で
は
、
次
の

、
よ
う
に
入
校
希
望
者
の
願
書
を
受
け
付
け

凡
て
い
ま
す
。

地
域
の
社
会
教
育
振
興
を
め
ざ
し
て
、

‘

昭
和
二
十
七
年
に
結
成
さ
れ
た
下
新
川
郡

川

公
民
間
連
絡
協
央
会
で
は
、
去
る
一
一
月
十

」

九
日
、
朝
U
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

～

第
二
十
三
回
大
会
を
関
き
ま
し
た
。

川

乙
の
犬
会
に
は
下
新
川
郡
三
町
の
公
民

～

館
関
係
者
、社
会
教
育
諮
問
体
の
代
ぃU訳
者
、
（

県
及
び
三
町
の
社
会
教
行
担
当
者
、
県
公

へ

民
館
連
絡
協
議
会
事
務
局
等
多
数
出
席
の

へ

上
聞
か
れ
、
広
川
親
義

〈朝
日
〉
都
公
連

（

会
長
の
族
一
の
あ
と
そ
れ
ぞ
れ
三
町
の
代

八

表
者
か
ら
、
人
の
問
題
（
宇
奈
月）

施

（

設
設
備
の
問
題
（
朝
日
）

学
習
十
刀
法
の

ハ

問
題
（
入
者
）
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
。

、

ζ

れ
に
対
し
、
地
元
か
ら
朝
日
町
長
中

｛

川
雅
一
丘
、
町
議
会
議
長
酒
井
栄
氏
、

〆

教
育
長
藤
条
一
桝
巧
氏
、
山
快
か
ら
は
社
会
教

川

育
課
主
幹
、
桑
山
間例
制
氏
県
公
述
拶
務
f

防
長
岩
城
敏
縫
氏
な
ど
の

μ々
が
出
席
さ
J

れ
宛
表
内
容
の
質
疑
に
対
す
る
応
答
や
組
／

切
な
助
高
が
な
さ
れ
、
谷
会
者

一
問
、
倣

／

動
す
る
国
際
情
勢
や
税
問
不
安
の
制
大
す

〕

る
社
会
情
勢
の
中
で
の
社
会
教
育
の
重一
良

川

性
と
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
さ
ら
に
認
識
J

を
新
た
に
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

』

昭和49年度

公民館連絡協議会

大会開かれる目一

.輯巴町福祉センヲ－・

下新川郡

『
，
『
，
『
u
hソ
ι

職
業
訓
練
受
講
者
努
集

第
二
の
人
生
の
疋
め
C

農
閑
期
の
稼
働
の
だ
め
に

塁
斗
黒
部
高
等
技
能
学
校

(4) 

・
現
在
の
技
能
を
更
に
高
め
た
い
万

職
業
を
変
え
た
い
万

州民
家
の
方
で
技
能
を
習
得
し
た
い
方

・
科

目

機
械
、
電
気
、
自
動
卓
経
備
、
建
築
、

木
樹
工
芸

・

定

員

各
科
二
十
名

（
定
員
に
逃
し
た
場
合
は

十
月
に
な
り
ま
す
）

－
入

校

日

昭
和
五
十
年
四
月
上
旬

．
訓
練
期
間

一
カ
年
（
機
械
は
六
カ
月
〉

・
特

典

川
失
業
保
険
受
給
資
絡
者
は
修
了
ま
で

引
き
続
き
支
給
さ
れ
、
そ
の
他
の
手

当
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

凶
農
業
の
万
、
中
高
年
令
者
の
万
に
は

約
四
万
三
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
手

続

き

希
望
者
は
直
接
学
校
又
は
公
共
職
業
安

定
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
戸
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は

県
江
黒
部
高
等
技
能
学
校

（
電
話

O
七
六
五
l
五
二
l

0
．
一
五
一
〉

魚
崎博
公
共
職
業
安
定
所

（
電
話

O
七
六
五
｜
二
凶

1
0三
六
五
〉

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

お
知
ら
せ

第
十
九
回

町
民
ス
キ
ー
大
会

小
中
学
校

ス
キ
l
記
録
会

1
＝
一
峰
ス
キ
ー
場
l

ひ

去
る
二
月
九
日
三
階
ス
キ
l
場
に
お
い

て
第
十
九
田
町
民
ス
キ
！
大
会
状
小
中
学

校
ス
キ
i
記
録
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
当

日
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
成
績
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V
五
年
男
子
の
部

IV
蚊
野
真
明

（二
区
）
①
．
長
崎
陽
一
（

回一凶）

①
加
藤
寿
常
（
宮
崎
）
①
河
内

俊
ぷ

（宮
崎
）
①
内
山
修
ハ
出
保
）

白

川
合
雄
二

（
南
保
）

マ
五
年
女
子
の
部

①
木
村
山
樹
子
（
．

一
区
）
①
長
崎
福
恵
（

間
保
）

①
吏
阻
由
美
子
〈
南
保
）
（
叫
大

説
千
鶴
（
間
保
）
①
長
谷
栴
芙
（
雨
保

）
①
永
日
俗
子
（
山
附
）

マ
六
年
男
子
の
部

①
vr
m将
俊

（
一一…区
）
①
大
必
開
彩
（

出
似
〉
①
竹
内
渉
（
笹
川
）
①
折
谷
正

悦
〈
物
川
）
①
藤
井
雅
一
（
大
家
庄
）

①
小
坂
明
広
（
五
箇
庄
〉

マ
六
年
女
子
の
部

①
広
凹
祐
子

（
五
簡
庄
）
①
花
山
真
弓

美
〈
南
似
）
①
河
内
陸
〈
五
簡
庄
）
＠

大
森
殿
子
（
山
崎
）
①
高
桜
恵
（
二
区

）①向い
け
賀
川
又
江
〈
川
崎
）

V
中
学
男
子
一
部

①
似
出
版
臨
明

（三
区
）
①

勝
祭
利
朗
（

一
区
）
①
本

村
総
宏
（
三
区
〉
＠
大
森

投

戸尚
保
）
①
字
田
協
同造

〈南
保）

マ
中
学
男
子
二
部

①
氷
見
徳
附
（

一
氏）

②

背
木
清

一
（

一
区
）
①
卑

見
守
英
（
一一一区
）
④
藤
田

幸
夫
（
犬
家
庄
）
①
下
沢

浩
樹
（
二
区
）

①
平
田
雅

秀

（三
区
）

一〉
中
学
女
子
の
部

①
長
谷
佐
和
子

（
南
保
）

①
能
沢
英
子
（
大
家
庄
）

①
伊
藤
千
佳
代
（
大
家
庄

〉
③
融
制
明
美
（
大
家
庄

）①
伊
勝
美

mw（
大
家
庄
）

ワ

一
一
般
男
子
一
部

①
回
附
秀
信

（
山
附
〉
的
船
沢
義
弘

（

大
家
庄
）
①
藤
沢
義
弘
（
大
家
庄
）
①

凶
附
和
久
（
山
崎
）
①
探
松
博
準
（
笹

川
）
①
折
谷
武
，Z

守

一
般
男
子
二
部

①
広
野
政
行
（
山
崎
）

①
大
森
彦
悦

（

山
崎
）
①
高
松
均
（
大
家
町
）

①
長
紀

諸

（山
崎
）
①
吉
野
山
十
夫
（
大
家
庄
）

①
野
間
諭
へ
境
）

マ
一
一
般
’
さ
ず
の
部

①以八i
丘
寓
史
子
（
南
保
）
①
広
田
容
子

（
五
箇
庄
）
①
広
間
み
な
子
（
五
筒
庄

）
④
長
崎
智
子
（
南
保
〉

マ
総

合

①
南
保
①
大
家
庄
①
山
崎

八
写
真
は
ス
キ
l
大
会
風
景
V

第
引
回
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

ス
キ
1
競

技

会

大
原ムロ
ス
キ
l
湯

マ
少
年
男
子
の
部
①
赤
川
修
＠
金
井
彰

マ
青
年
男
子
二
部
①
水
島
勝
利
①
長
紀
義

マ
成
年
男
子
一
部
①
横
谷
一
級
①
土
井
秀

雄

円

v
一
般
女
子

ω伊
蟻
絹
子

第
加
国
町
民
排
球
大
会
・第
十
四
回

町
民
簡
球
大
会

lt月
日

参
加
者
募
集
1

．一一月
二
十
三
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分

泊
中
体
育
館

当
日
会
場
に
て
受
付
ま
す
。

申会
込場

連
三主

同

年
間
の

団
活
動
を

総

括

H
第
十
一
－問

朝
日
町
青
年
問
題
研
究
集
会
H

連
合
青
年
団
で
は
二
月
十
五
日

i
十
六

日
の
二
日
間
、
小
川
淵
円
水
元
場
で
、
町
教

育
委
員
会
の
共
催
の
も
と
、
各
校
下
か
ら

五
十
名
が
参
加
し
、
第
十
二
回
朝
日
町
青

年
問
題
研
究
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、「
青
年
団
と
は
伺
か
a
一
と
い

う
革
調
報
告
と
、
各
自
が
提
出
し
た
レ
ポ

ト
を
も
と
に
O
B
会
の
方
々
の
助
言
を

ま
じ
え
熱
心
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
の
中
で
と
く
に
問
題
と
な
っ
た
の

は
、
団
員
確
保
と
女
子
団
員
に
つ
い
て
で

あ
り
、
そ
の
打
解
策
と
し
て
連
合
婦
人
会

な
ど
町
の
社
教
団
体
と
の
交
流
が
ぜ
ひ
と

も
必
要
だ
と
さ
け
ば
れ
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
O
B
の
刀
h

べ
か
ら
多
彩
な

助
言
が
な
さ
れ
、
そ
の
歴
史
が
明
確
に
な

る
な
ど
今
後
に
大
き
な
展
望
を
見
い
だ
す

集
会
と
は
り
ま
し
た
。

診
療
同
医
療
機
器
の
充
実

A
V
町
立
泊
病
院
＠

町
立
泊
病
院
で
は
、
診
療
機
能
の
向
上

を
図
る
た
め
凶
十
九
年
度
事
業
と
し
て、

四
千
五
百
六
十
九
万
五
千
円
を
投
入
し
、

診
断
用
連
続
X
線
テ
レ
ビ
装
置

（脳
血
管

逮
捕
机
彼
影
可
能
形
）
、
外
科
用
X
線
テ
レ

ビ
装
置
、
麻
酔
器
、
筋
電
計
、
食
道
フ
ァ

イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
、
脳
診
断
超
音
波
裟
置

な
ど
を
導
入
し
ま
し
た
。

現
在
の
診
療
科
は
、
内
科
、
外
科、

獲

形
外
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
消
化
器
科
、

泌
原
器
科
で
す
。

八
写
真
は
連
続
X
線
装
闘
〉

(5) 

羽
田
町
管
内

ー
小
由
学
絞
卒
業
式
ー

へ
及
び
入
学
式
の
日
取
り
）

山
卒
業
式小
学
校

三
月
て
十
日

（木）

中
学
校

三
月
十
じ
日

（月）

－
H

入

学

式

内

小
学
校

四
月
四
日
（
金
）

中
学
校

四
月
五
日

（土）

ん

O
学
校
へ
寄
贈

山
山
崎
小
学
校
へ

山
崎
小
学
校
後
援
会
（
会
長
田
中

山

円
借
氏
〉
か
ら
図
置
室
用
パ
イ
プ

椅
子
三
十
五
脚
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無
検
査

無
登
録
自
動
車
の

運
転
を
や
め
ま
し
ょ
う

円
動
車
は
都
泊
府
川
州
知
事
の
行
う
検
従

を
受
け
、
か
つ
行
効
な
検
任
．泌
を
受
け
た

も
の
で
な
け
れ
ば
迎
行
し
て
は
い
け
な
い

。
。
。
。

乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
出
検
料
と

。
。
。
。
。

税
金
・の
が
れ
な
ど
の
た
め
、
一
般
任
期
限
の

切
れ
た
中
古
車
を
買
い
求
め
、
島
民
業
用
品

を
運
ぶ
た
め
決
辺
を
迎
転
じ
た
り
、
家
の

近
く
で
荷
物
辿
鮒
に
使
っ
た
り
し
て
い
た

と
乙
ろ
を
轡
察
官
に

μっ
か
り
、
仰
m険
丘

自
動
車
運
転
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
人
が
あ

り
ま
す
。

無
検
査
自
動
部
で
交
通
事
政
を
起
こ

し
、
保
険
金
も
出
な
い
の
で
大
変
凶
っ
て

お
ら
れ
る
例
も
あ
り
ま
す
。

無
検
査
自
動
車
の
運
転
は
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
。

小
型
船
舶
所
南
告
は

慎
重
を
受
け
ま
し
だ
か

さ報…－－－ あ

ー
三
月
三
十

一
日
ま
で
｜

長
さ
四
悦
以
上
十
一
一川
未
満
の
プ

ν
γ

守

l

（
遊
興
）
用
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
所

有
の
方
お
よ
び
長
さ
十
机
以
上
十
二
机
末

満
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
以
外

の
小
型
船
舶
（
漁
船
、

ヨ
ッ
ト
お
よ
び
エ

ン
ジ
ン
の
な
い
船
は
除
く
〉
を
所
引
の
必

で
、
ま
だ
日
本
小
川
町
船
舶
検
査
機
構
の
検

査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

本
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
検
査
を
受
け
て
船
舶
検
査

証
を
持
ち
、
船
舶
検
査
済
票
を
貼
り
つ
け

て
お
か
な
い
と
、

四
月
以
降
は
航
行
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
小
郡
山船
舶
の
検
伐
に
つ
い
て
の
く

わ
し
い
乙
と
は
次
の
川
に
お
川
い
A
H
わ
せ

下
さ
い
。
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日
本
小
型
船
舶
後
査
機
械
情
七
尾
支
所

一T
九

一
－
h

ハ

．h
川
川町
じ
出
山

矢
川
新
町
二
部

一h
ハ・

－ノ

一

O
七
六
七
五

二

1
Ohハ一・：
ぺ

'tli 
;,r; 

． 
’ 

相
談
こ
と
ご
案
内

マ
行
政
相
談

U
M川
毎

片
第
一
火
服
け

午
前
十
時

1
午
後
．
一．時

場

所

朝

口
町
福
組
セ
ン
タ
ー

マ
人
権
法
律
相
談

日
時
三
月
十
八
円

午
前
十
時
1
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
福
松
セ
ン
タ
ー

V
心
配
ど
と
相
談

U
附

毎

週
火
脱
日

比
l
uJ
川
十
時
l
午
後
．．． 
附

川
引
所
制
U
町
制
川
刊
セ
ン
タ
ー

T
E
L
三

t
O
五
七
六

選朝日
町
善
意
銀
行

社
〈
ハ
制
加
の
明
進
の
？
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
、
自

E
な
・
対
話
の
頂
託
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
砧
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

四
万
円
也

渇
升
什
（
議
付
二
ケ
人
）

－
一四
組

泊
中
学
校
「
義
務
制
」
第
一
回
卒
業
生

初
老
記
念
周
期
金
一
同
殿

山
中
学
校

（袋
務
制
）
第

一
州
都
業
作
．

の
門
さ
ん
が
初
佐
川
念
の
川
則
ハ
ハ
を
開

催
し
た
経
費
の

一
部
及
び
記
色
営
問
の
残

品
を
社
A
希
祉
の
附
進
の
た
め
役
立
て

た
い
と
代
長
の
川

1－U
一
さ
ん
が
持
参

さ
れ
た
も
の

め
万
円
也百

三

浦

町

加

藤

太

郎

殿

は
く
な
ら
れ
た
御
作
文
市
次
郎
さ
ん
の

供
蕊
の
た
め
社
〈
訟
祉
の
地
進
に
役ぃ札

て
た
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の

五
万
円
也
三

役

僑

上

野

利

子

殿

必
く
な
ら
れ
た
火
説
的
さ
ん
の
供
長
の

た
め
児
担
制
祉
の
刑
進
に
役
立
て
て
．
ト

さ
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の

拾
万
円
也
選

下

平

沢

観

夫

殿

な
く
な
ら
れ
た
御
時
父
清
太
郎
さ
ん
の

供
養
の
た
め
社
会
福
仙
の
精
進
に
役
江

て
た
い
と
顕
託
さ
れ
た
も
の

汽
千
円
也

'12 
千と H・
P-l 1:i ／、
山参前
さm.
ti 0) 
た附
も j住
のに 尊
('.): 

、l・箔
て
て
I'"寺
さ 殿

水

野

秋

男

殿

め
御
報
労
金
を
社
会
稲
祉
の
噌
進
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の

訂
正前
月
の
川
中
学
校
保
徒
会
の
1

弁
論
卜〈

。。

会
に
お
い
て
山
本
さ
ん
が
」
と
で
て
い
ま

す
が
竹
中
さ
ん
の
お
り
に
つ
き
訂
正
し
ま

す。
〈
間
和
買
い
l
年
て
月
十
五
日
現
筏
）

血
闘
。
（
お
す
こ
や
か
に
）

~2 安宣言＠ ~~~~ 9.¥9.~ ＃ ~S良お宗寝袋
家川
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Ml:股児夫 一三一 諸経 J安・範之勉 Yi;tii 次 .illij凪人＿，｝男

坂

雌

徳

般

金

井

俊

子

佐

勝

敏

博

宵

砧

志

津

子

後

勝

本

目

佐

渡

み

ち

チ

大

久

保

隆

抱

一

美

和

子

福

平

久

安

命

け

外
t
b
子

（お
し
あ
わ
せ
に
）

（お
く
や
み
申
し

あ
げ
ま
す
）

：以： 一：長－長二長 二 以： 二 長長長民 j長長 ：以長 二
リjりjタ男男男児男女 /:I.：リj女男女v.・・ソjリj~｝ M.・ v.：児タ

亜
須
加

孝

宏

和
wm乃

悦

子
亮陪日

麻
千
子

美
紀
子

雄

一

亜

希

稲

太

留
美
子

正

美
誕

研

治
氷

和
友

也
wm

彦

京
緒
子

淳

一
正

鮒

16 

加
，
路
市
次
郎
（
閃
）

向
山
川
ち
ゃ

（ロ）

O
沼

保

上

野

と

き

（

市

〉

O
道

下

wr
沢
川
・
太
郎

（加）

O
平

柳

鈴

木

キ

ク

（

回

）

O
平

抑

制

村

法

行

（

乃

〉

O
平

柳

柳

．

ト

却

と

則

（河川）

O
赤

川

岡

山

．．．
 
次
郎

（引〉

O
出

保

瓜

生

め

つ

い

（珂）

O
南

保

字

日

米

次

則

（

邸

〉

O
南

保

垣

間

く

み

（閃）

O
南

保

勝

削

と

－

E
〈的）

O
山

崎

化

川

よ

し

（

日

）

O
山

崎

新

民

間

ち

ょ

（

口

）

O
殿

町

銅

お

里

松

〈

引

）

O
金

山

高

間

ち

ょ

（叩）

O
一ニ
枚

儒

上

野

説

的

（

Mm）

O
舟
川
新

鋭

問

せ

つ

（

日

）

O
下

野

川

顧

袖

次

郎

（

門

）

一

者

・

傷

3

6

9

－

数

白

↑

故

s

一

線
刻
。
。
。

一

交

t

一

内

川市

1

5

6

－
－
 

M

r

一

月

川

け

一

3

；

1

1

・

2

F

ト

υ

m

h

－

リ

本

一
(6) 

)L 
三六十時朝

占一 回 目
円円町
じ 印役

刷場

編
集
兼
発
行

印

刷

所

送

料

定

価
郵
便
需
サ


